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　私は「酸素の乏しい火星の表面には酸化鉄が多いのはなぜか」という謎を調査するために、中学校での生徒

実験を指導している。Ａ．S. Yen (1999)は,活性酸素種が火星の状況下で鉱物上で生じることを実験で示し

た。さらに、彼は空気中で鉄の薄膜に紫外線Cを照射放射 して、紫外線照射が 酸化物の生成率を上昇させるこ

とを示した。私の実験は、水中の鉄カンラン石に紫外線Cを照射すると鉄イオンの溶脱が促進されることを示

したものであり、過去の火星と地球の活性酸素種以外の原因で、酸化鉄が紫外線によって発生する可能性があ

ることを示している。 

　実験１ 

　私は生徒に塩酸中に入れた鉄カンラン石に紫外線ＡとＣを照射させた。この研究では福島県川俣町産の鉄カ

ンラン石を使用した。この鉄カンラン石は整形されておらず約1gであり、ｐＨ２の塩酸を充填した試験管に入

れた。８０時間～１００時間程紫外線を照射後、デジタルパックテストで水溶液中の鉄イオン濃度を確認し

た。この紫外線Ａを用いた実験は７回行い、紫外線Ｃを用いた実験は３回行った。 

　紫外線Ａを用いた実験の結果、紫外線を照射しない場合よりも７回中６回照射した場合の方が鉄溶出量が多

くなった。紫外線Ｃでの実験結果は３回中３回同じ結果となった。ブラックライトにより発生する紫外線Ａの

波長のピークは３６５ｎｍである。殺菌灯により発生する紫外線Ｃの波長のピークは２４５ｎｍである。 

　実験2 

　鉄陰極銅陽極を塩酸に入れた電池に紫外線Aを照射させた。そして生徒は電池の発生電圧を測定し、紫外線

照射と非照射の電圧を比較した。この紫外線を照射した電池では、電圧は常に0.2V以上であり150時間後に低

下することはなかった。もう一方の紫外線を照射されていない電池の電圧は少しずつ低くなり、１５０時間後

に電圧は０Ｖに近くなった。この実験は４回行った。すべての場合において、紫外線を照射した電池の電圧は

照射していない電池よりも高かった。紫外線のエネルギーにより鉄原子から電子が解離し、鉄イオンが発生す

るように思われる。 

　考察 

　私の実験結果から、紫外線は鉄カンラン石と鉄からの鉄イオンの溶解を促進すると推定する。火星表面には

かつて水が存在していたと考えらており，そこに紫外線が照射されると岩石中の鉄の溶解が促進され，それが

酸化鉄の起源の一つとなった可能性がある．
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